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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3

細事業名

119,313
・文化財の指定に関する調査、文化財指定
・文化財所有者が行う文化財の保存・修理や活用事業へ
の補助

8.50 123,439 -4,126

８つの重点目標

合計 30.00 318,807 -4,126 314,681

文化財総合対策事業

（人） （補正前） （２月補正） （補正後）
No 令和元年度　実施内容（予定）

職員数 令和元年度

補正により取り組む

事業内容

文化財総合対策事業経費のうち、関東ブロック民俗芸能大会に係る予算について、台風１９号により中止となったため
減額する。

成果指標
設定理由

・保護・継承、活用すべき文化財として位置付けるための文化財指定について、指定件数を成果指標に指定
・文化財を確実に保存・継承していくため、文化財補助件数を成果指標に設定
・県立歴史館の事業の成果を表す指標として、利用者数及び県内小学校による利用率を成果指標に設定

 概算人件費 （Ｃ） 243,060 246,540 246,540

 概算事業費（B（A）+C） 500,454

29年度 30年度 元補正後 指標及びその達成状況

314,681

県立歴史館の県内小学校に
よる利用率

50% 50% 52%
30.0 30.0

1 文化財指定等件数 1,313件 1,333件 1,365件

257,394 331,731

　その他 25,664 20,046 29,017
3 県立歴史館利用者数 103,052人 100,000人 110,000人

 決　　算　　額（B）
4

概　算
人　件

費

 職員数（人）

62,000 23,000
2 文化財修理等補助件数 44件 42件 44件

594,072 561,221

30.0

予
算
額 補正予算 -28,926 -26,045 -4,126

合計（A) 274,427 347,532

目指す姿

・文化財指定により、文化財に対する県民の理解を深め、文化財を未来に継承していく意識を醸成するとともに、文化財の活用を推進し、観
光振興や地域振興を図る。
・所有者や市町村等による文化財の保護活動を支援し、文化財の確実な保護・継承を推進する。
・県立歴史館による歴史的資料の収集、保存整理、公開活用を行い（Ｈ３２＝開館２５周年）、心豊かな県民生活の実現と文化の向上を図ると
ともに、地域に貢献する取組みを推進する。

（主な実施内容：文化財の指定、文化財の保存修理事業への支援、埋蔵文化財保護対策、県立歴史館管理運営　）

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円）

Aの
財源

　一般財源 238,273 261,345 258,711

　国庫支出金 10,490 4,141 3,953

　県　債

当初予算 299,037 373,577 318,807 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 29年度末

30年度末
（見込）

令和元年度前年度繰越 4,316 0

部局 教育委員会事務局

1-4 生涯を通じて学べる環境の整備

課・室 文化財・生涯学習課

実施期間 S25 E-mail

3-3 心豊かな暮らしを実現する文化芸術の振興

事業番号 15 08 03 事業改善シート （令和元年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

・県民共有の財産である文化財の保護・継承を図るため、引き続き文化財の指定等を進め、文化財の保
護・継承を進めるとともに、文化財の活用を推進していく必要がある。
・文化財は火災や災害により被害を受けやすく、また、所有者自身による保護活動にも限界があるため、
保護・継承を推進するための支援が必要である。
・県立歴史館での歴史的資料の収集、保存整理、公開活用を積極的に行うとともに、引き続き地域に貢
献する取組みを実施する必要がある。

令和元年度
補正後額

314,681 千円

職員数 30.00 人

bunsho@pref.nagano.lg.jp
総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 　文化財保護事業

721

194,647

銃砲刀剣類登録及び公開事業
・銃砲刀剣類の登録審査会及び美術刀剣類保存講習会
の開催

0.50 721

・歴史資料の収集、調査研究、公開活用、及び地域の課
題解決など「地域貢献型」取組の実施
・開館25周年記念企画展の開催
・施設及び設備の管理・運営、改修

194,64721.00県立歴史館事業事業

mailto:bunsho@pref.nagano.lg.jp
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

15 08 03

29年度 30年度

文化財総合対策
直
接

・文化財指定のための調査、審議会開催（２回）
・指定文化財の現状把握や適切な管理のための文化財
パトロールの実施（国県指定文化財700件程度）
・文化財保護研修会の開催（２回）
・関東甲信越静ブロック民俗芸能大会の開催

　 20,376 35,154 39,589 38,390 -4,126

文化財の修理及び防災事業
補
助
金

・文化財の所有者が実施する文化財の保存修理や防災
対策、活用事業に対する補助（44件）

　 89,730 87,280 83,304 80,000

埋蔵文化財保護対策
委
託

・埋蔵文化財の保護ための埋蔵文化財包蔵地パトロー
ルの実施（400箇所程度）
・リニア中央新幹線建設事業等に伴う遺跡発掘調査
（飯田市内２地区）

　 2,646 2,283 2,388 2,388

天然記念物対策
直
接

・特別天然記念物カモシカの生息状況調査（県内４保
護地域）

　 7,107 2,662 2,661 2,661

銃砲刀剣類登録審査会
直
接

・銃砲刀剣類登録のための審査会開催（８回） 　 615 661 661 661

美術刀剣類保存講習会
直
接

・日本美術刀剣保存講習会の開催（２回） 　 40 60 60 60

県立歴史館管理運営費
直
接

・県立歴史館の管理運営、施設・設備の改修 　 114,117 196,310 121,689 117,995

総合情報事業費
直
接

・常設展示の管理運営
・開館25周年記念 収蔵秀作展の開催
・「お出かけ歴史館」の実施（10回）

　 14,225 17,216 24,409 23,160

考古資料事業費
直
接

・考古学講座の開催（３回）
・埋蔵文化財巡回展の開催（３回）
・館蔵写真資料のデジタルバックアップ（5597枚）

　 11,210 13,412 22,266 21,110

文献史料事業費
直
接

・古文書講座の開催（25回）
・信州にゆかりのある歴史資料の購入（３点）

　 31,422 12,146 77,928 12,998

企画展開催事業費
直
接

・開館25周年記念企画展の開催（小笠原展及び土偶
展）

　 7,549 6,393 21,116 19,384

299,037 373,577 396,071 318,807 -4,126 0

□当初要求　　□当初予算案

■補正予算案　□点検

県民協働事業改善
備　考
(H30事業
番号)

実施
年度

主な点検
区分結果

文化財・生涯学習課課・室

要求
(千円)

31年度　実施内容（予定）

令和元年度

31年度　実施内容（実績）

　文化財保護事業

当初
(千円)

当初
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

教育委員会事務局

31年度
実施
状況

部局

実
施
方
法

項目

合　　　　計

細事業
No

事業番号
事　業　名

細事業名

1 文化財総合対策事業

2 銃砲刀剣類登録及び公開事業

3 県立歴史館事業


